


１．民間企業の支援と協働について
（１）地域クラウド交流について

●開催までの経過とアフター交流会の成果は
①〜金融機関が実施する取組として、平成28年度に新たに位置づけ、都内で初めて実施。

計3回開催され、他自治区の交流会よりも多数の参加があった。その後、参加者での商談成立等があった。
アフター交流会では多くの参加者が交流を深めた。

（２）江東ブランドについて
●東京インターナショナルギフトショーへの出展成果と認定企業の交流会の成果は

②〜商談成立もあり取引拡大が期待されるが出展規模の拡大や専門スタッフの確保が課題。
異業種交流により、新たな製品開発に向けた相談や競技が開催された。

●起業家教育の取組と展開は
職場体験や職業講話、出前授業や商品販売の体験をしている小中学校がある。

（３）自立支援教育について
●小中学生への民間企業の支援と「東京都江東区産業連盟」との連携は

③〜ものづくり体験学習を行っている。イベントを定期的に開催しており、
連携強化を協議する。

２．区内にかかる橋梁と橋の魅力について
（１）隅田川にかかる重要文化財の橋梁の存在価値について

●区内歴史施設で橋梁の歴史を伝える企画と五輪・パラリンピックアーチとして活用を
①〜優美なデザインは内外からも評価されており、その存在価値は高く文化的重要性

を認識している。ガイドの一環として歴史を案内しているが、事業展開の中で企
画化を検討していく。困難は想定されるが、気運醸成への活用を研究する。

●東京都2020大会の会場と取組に合わせた観光ツアーの企画を
船運は本区の重要な観光資源の一つであるので、今後も魅力的な企画を検討する。

●海砂橋を文化財に指定しては
指定基準に基づき優先度の高いものを順次指定している。歴史的価値等を検証していく。

（２）都市景観重要橋梁について
●老朽対策や鏡面の装飾は

②〜橋梁の健全度や耐震性の調査を行い、補修による長寿化を検討する。
近年の傾向として、シンプルなデザインが主流になっている。

●橋を文化財として残しては
景観づくりはまちづくりを進める上で不可欠な要素である。適切に保存・継承す
る必要がある。

●木場の運河、水運の歴史を文化財として継承していくべき
歴史的価値がある。文化観光ガイドにより広くご案内をしているが、今後、特別展の開催も検討していく。

第１回定例会と第３回定例会の本会議で区政一般について質問しました。
区長並び所管の理事者からの答弁を抜粋ですが報告します。

第１回定例会一般質問（抜粋）　2017年2月22日

29年度は江東区議会自由民主党の副幹事長を拝命されました。
議会運営委員会・区民環境委員会（委員長）と清掃港湾・臨海部対策特別委員会の所属になりました。

委員会報告

＊環境学習情報館（えこっくる江東）10周年での新たな取組みについて
＊えこっくる江東の木育ひろばや環境フェアの出店ブ－ス拡大について
＊えこっくる江東・エコミラ江東・東京スイソミルの連携について
＊小学校特別支援教室ガイドラインに基づいた指導のついて
＊学びスタンダ－ド強化講師の平等・公平な配置の取組みについて

＊避難所での備蓄倉庫や資機材整備、ペット同行避難について
＊イベント等で使用される区民館等の施設備品について
＊各地域ならではの歴史や文化財の講習会事業の実施について
＊仙台堀川公園横の放置されている駐車場跡地の管理について
＊クローバー橋先の横十間川散策路の整備について

平成29年度予算審査特別委員会 平成28年度決算審査特別委員会



第３回定例会一般質問（抜粋）　2017年9月22日

☆江東区議会ホームページで動画録画配信　　http://www.city.koto.lg.jp/ac/gikai/

区民に開かれた議会を目指し、インターネット中継の実施と会議録の公開を行っています。

１．地域防災の備えと強化について
（１）地域防災の備えについて

●各小中学校で新たに試行される訓練はあるか
模擬店やゲームなどのイベントを取り組み多くの参加者に興味を持って頂く。

●学校避難所運営協力本部の活動で、独自に講習会等を行っている学校等はあるか
昨年より自主運営形式での開催に実施形態を改めた。

●「東京防災」講習会の機会は
学習用のテキストとして有効であると認識している。

（２）避難行動要支援者の救助活動の行動指針について
行動指針を作成し、活用をしてもらえるように取り組む。

（３）災害時における小型無人機ドローンの実用化に取り組むべき
他団体の実験状況を注視しつつ、災害時における調査や輸送の新しい手段として
研修していく。

２．オリンピック・パラリンピックの競技の振興について
（１）スポーツクライミングについて

●競技施設増設と子どものスポーツ体験を振興すべきと考えるが、区の見解は
青海アーバンスポーツ施設を有明に移設する計画があり、増設計画はない。
各スポーツセンターで子ども向け教室等を進めており、振興に取り組んでいく。

（２）ボッチャについて
●スポーツを通した連帯感作りに活用すべき

スポーツ推進委員会を中心に地域スポーツクラブ、老人福祉センター、小学校等
で体験会を行っている。今後も子ども、高齢者、障害のある方にスポーツとして
取り組みを進めていく。

●地域スポーツ振興に理解のある企業に協力を求めては
競技用具を貸し出している企業もあり、ひき続き地元企業に協力をお願いしてい
く。

３．魅力ある日本文化の体感と継承について
（１）町おこしとなるストリートフェスティバルに対する認識は

①〜町おこしを目的として、ボランティアなども参加し、子どもから高齢者が楽しめる、地域を挙げてのイベント
であると認識している。

（２）江戸情緒に包まれた日本文化の継承について
●日本文化を体感できるイベントを神社のストリートで開催しては

文化プログラムを推進していく中で、観光協会や文化コミュニティ財団との
協力のもと、さらなる充実について検討する。

●深川江戸資料館を中心としたストリ－トフェスティバルを開催しては
地元商店街と連携した「かかしコンクール」や江東区伝統工芸展など、地域の声や
要望に重点を置き、さらに多彩なイベントを実施していく。

●和太鼓等の郷土芸能を子どもたちに教え、継承している団体等の把握は
様々な施設等での実演の機会を通して、区内で活動している団体の把握に努めている。

●日本文化等の継承への支援の認識は
後継者の不足が共通する課題である。子どもを対象とした教室などを開催し次世代育成を図っている。
適切に次世代に受け継いでいくために、民族芸能等に身近に触れられる機会を増やし、事業の充実を図っていく。
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議員トピックス

深川八ヶ町合同防災訓練　2/19
「深川八ヶ町防災協議会」の事務局長として進めている深川四中
での合同訓練も二回目となり、受付などの改善をして200名近
い参加者でより良い避難所体験ができました。多くの四中生も
仮設トイレ設置を手伝ってくれました。
区政報告会　4/24
７月に山﨑一輝都議会議員選挙もあることで、年度始めでした
が多くの地域の方々に参加していただき区政への提案や地域へ
の思い報告させていただきました。駆けつけていただいた山﨑
区長やあきもと司衆議院議員からも激励いただき、和やかな一
時を過ごせたことに感謝です。
消防団ポンプ操法大会　６/４　都大会　10/21
所属する消防団第二分団がポンプ操法競技で優勝して、深川消
防署の代表として都大会に出場することになりました。第二分
団だけでなく深川消防団関係者や団員の多くの熱いサポ－トで
10/21都大会に向けて厳しい練習が始まりました。深川消防団
の結束力は素晴らしいです。

宇迦八幡宮子どもみこし　8/6　　連合渡御　8/13
実行委員長で二回目となる子どもみこし、若い家族の方々にも
地元の祭りを知っていただき、本祭りへと気運を高める目的は
達成できました。千石一丁目町会の心づかいで、連合渡御にて

「川南和太鼓クラブ」が鈴太鼓連打でお神輿をお向かいしまし
た。指していただいたり盛り上がりました。２時間以上の演奏
でしたので、卒業生の助っ人ありがたかったです。
深川第四中学校70周年　10/14　京華学園120周年　11/2
周年行事は、学校の歴史を振り返ることで改めて築き上げた伝
統や地域の先人達の努力を学ぶことができます。京華卒業生保
護者のお役で式典・祭典、祝賀会等に参列しましたが、私立１
20年の建学精神が教職員はじめ学園関係者、同窓生、保護者を
つないでいただいでいます。
東京ナイトウォーク　11/25～26

「2017東京ナイトウォ－ク」は四中と七中等146名の生徒が参加
し、記念すべき10回目を120名のスタッフ協力で無事故で達成
することができました。毎年違うコ－スで、内容も考慮された
記念ナイトでしたが、1.1倍に距離を増やしたことや寒さもあ
り完歩した夜間歩行参加者にはタフな一夜になりました。実行
委員長として反省し、11回目は楽しめる企画も盛り込んでいき
たいと考えています。

深川八ヶ町合同防災訓練　２/19 区政報告会　4/24 子供まつり薬物乱用防止　5/21 消防団ポンプ操法大会　６/４

宇迦八幡宮子どもみこし　8/6 連合渡御　和太鼓クラブ 8/13 あきもと司 国土交通副大臣　9/5 深川消防団代表都大会　10/21

2017東京ナイトウォ－ク　11/25・26子どもへの木育ひろばの推進　10/7 深川四中開校70周年　10/14


